
適正利用の課題
• 世界自然遺産地域のモニタリング項目

No.20 は、検討会議構成員や関連団体か
ら、エコツーリズム戦略に則り特に力を
入れて取り組んでいることや、新たに始
めた取組、利用者･参加者の数や意識、
行動について、気付いた点や気になる点、
事業、ツアーで使用しているフィールド
や地域の自然環境の状況などを収集して
いる。

• 最近の回答から、温暖化によるフィール
ドの変化、増加する外国人旅行者への対
応・マナー啓発、ニーズの多様化への対
応、情報発信、ヒグマの人慣れ・軋轢の
増加などの意見が寄せられている。
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利用者の行動や意識
2021 2022-2023

2024 2025

ユーザーローカル テキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析



フィールドや周辺環境
2021 2022-2023

2024 2025

ユーザーローカル テキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析


